
オーケストラロムダンモ
ンカットエアー
[テブフェノジド・ベンズピリモキサン・フルト
ラニル⽔和剤]

農林⽔産省登録 第24625号

   有効成分 テブフェノジド…10.0％�

ベンズピリモキサン…10.0％�

フルトラニル…20.0％

   性  状 類⽩⾊⽔和性粘稠懸濁液体

⽔稲殺⾍殺菌剤

安全性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）  �危険物：-  �有効年限：3年  �包装：1ℓ×12、

10ℓ×1  �RACコード：殺⾍[18]殺⾍[-]殺菌[7]

特⻑

オーケストラ、ロムダンおよびモンカットの混合剤で、⽔稲中期主要害⾍のウンカ類、チョウ⽬類および紋枯病を同時

防除できます。

オーケストラは、新規作⽤性を有し、既存剤に抵抗性が発達したウンカ類に有効です。

ロムダンは、コブノメイガ等のチョウ⽬害⾍に優れた防除効果を⽰します。

モンカットは、稲体への浸透移⾏性を有し、紋枯病に対して予防、治療効果を発揮します。

オーケストラおよびロムダンは、天敵などの有⽤昆⾍に対して影響の少ない薬剤です。

効果、薬害等に関する注意事項

使⽤量に合わせ薬液を調製し、使いきる。

使⽤前によく振ってから使⽤する。

無⼈航空機による散布に使⽤する場合は次の注意を守る。

1)散布液調製後はできるだけ速やかに散布する。

2)散布は各散布機種の散布基準に従って実施する。

3)散布機種に適合した散布装置を使⽤する。

4)散布中、薬液が漏れないように機体の散布配管その他散布装置の⼗分な点検を⾏う。

5)散布薬液の⾶散によって動植物及び⾃動⾞の塗装やカラートタンの塗装等へ影響を与えないよう、散布地域の選定

に注意し、散布区域内の諸物件に⼗分留意する。

6)散布終了後は次の事項を守る。

a.使⽤後の空の容器は放置せず、適切に処理する。

b.機体散布装置は⼗分洗浄し薬液タンクの洗浄廃液は安全な場所に処理する。

本剤はウンカ類、ツマグロヨコバイの成⾍を直接殺す作⽤がないので、幼⾍主体の時期に散布するのが望ましい。ま

た、その場合、薬剤散布後も幼⾍は直ちに死亡せず、死亡までに数⽇を要するので⼗分留意する。

ウンカ類、ツマグロヨコバイの成⾍の防除を必要とする場合には、成⾍に有効な薬剤と組み合わせて使⽤する。

蚕に対して⻑期間毒性があるので、散布された薬剤が⾶散し、桑に付着するおそれのある場所では使⽤しない。

本剤の使⽤に当っては、使⽤量、使⽤時期、使⽤⽅法等を誤らないように注意し、特に初めて使⽤する場合には病害⾍

防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。

安全使⽤上の注意事項
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オーケストラロムダンモンカットエアー

1)原液は眼に対して刺激性があるので、散布液調製時には保護眼鏡を着⽤して薬剤が眼に⼊らないよう注意する。眼に

⼊った場合には直ちに⽔洗し、眼科医の⼿当を受ける。

2)散布の際は農薬⽤マスク、⼿袋、⻑ズボン⻑袖の作業⾐などを着⽤する。作業後は直ちに⼿⾜、顔などを⽯けんでよ

く洗い、洗眼うがいをするとともに⾐服を交換する。

3)作業時に着⽤していた⾐服等は他のものとは分けて洗濯する。

4)かぶれやすい体質の⼈は取扱いに⼗分注意する。

⽔産動植物に対する注意事項

⽔産動植物（⿂類）に影響を及ぼすので、養⿂⽥では使⽤しない。

無⼈航空機による散布で使⽤する場合は、河川、養殖池等に⾶散しないよう特に注意する。
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製品写真 最新の登録内容はこちら

オーケストラロムダンモンカットエアー

適⽤内容

作物名 適⽤病害⾍名 希釈倍数 使⽤液量 使⽤時期
本剤の使

⽤回数
使⽤⽅法

テブフェ

ノジドを

含む農薬

の総使⽤

回数

ベンズピ

リモキサ

ンを含む

農薬の総

使⽤回数

フルトラ

ニルを含

む農薬の

総使⽤回

数

稲

ウンカ類幼⾍�
ツマグロヨコバイ幼

⾍�
コブノメイガ�
ニカメイチュウ�
イネツトムシ�
紋枯病

1000倍
60〜

150ℓ/10a

収穫21
⽇前まで

2回以内

散布

2回以内 3回以内 4回以内
8倍 0.8ℓ/10a 無⼈航空

機による

散布16倍 1.6ℓ/10a
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